
以下の資料は、２月１３日(水)に開催した臨時記者会見で、 

平成２５年３月議会に提案する平成２５年度当初予算案の概要を 

速報としてお知らせした際に配布した資料です。 



1 予算編成方針

《総合振興計画　政策》

2

＊参考：一般会計予算規模の推移（当初予算比較）

3 一般会計歳入歳出予算款別比較表

4 平成２５年度の主要事業（総合振興計画政策別）

1,000,000

（単位：千円・％）

予算額

2.88

57,100,000 55,500,000

△ 1.602.80増減率

88,480,000

平成２５年度当初予算（案）の概要＜速報＞

予算規模

平成２５年度は、総合振興計画後期基本計画がスタートする初年度である。前期
計画の実績を踏まえ、今後後期基本計画の施策を展開していくための、土台作りと
もなる予算を慎重に、かつ積極的に編成した。

健全財政を堅持しながらも、市民との協働のもと、「信頼」「誇り」「笑顔」に
満ちたまちづくりに向けて、必要な施策を重点的に実施する方針で行った。

歳入では、市税収入については増加が見込めるものの、地方交付税をはじめ不透
明な部分が多くあるため、今後も国等の動向を注視していく。

歳出では、給付や医療などにかかる扶助費が引き続き増加しているが、人件費、
公債費を着実に減少させることで、投資的経費を充実させ、スポーツ・文化村の整
備をはじめ、中心市街地などの地域活性化のための事業や、市民生活に直結した子
育て支援、防災・減災のための新規事業などに積極的に取り組むとともに、安全の
視点からも生活道路、排水路等の基盤整備事業を充実させた。また、商業、農業、
観光等の産業振興のための新規事業にも取り組む。

併せて、国の緊急経済対策の補助金を活用した３月の補正予算で、３つの小学校
屋内運動場の建築や公園、道路等の整備を前倒しして予算化することとした。
　

3.6728,920,000 1,060,000

６ 活力ある産業が育つまち

７ 便利で快適な人にやさしいまち

８ 地域に根ざした教育・文化のまち

平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度平成２５年度 平成２４年度

別添のとおり

　１ 魅力ある郷土をほこれるまち

　２ 市民と行政が協働するまち

９ 効率的でわかりやすい行財政

平成２４年度 増 減 額

△2.04

57,500,000

（単位：千円・％）

増 減 率

一般会計･特別会計
計

特別会計
（7会計）

57,500,000

別添のとおり

58,500,000

1.74

6,536,809

一般会計 58,500,000

水道事業

1.74

△ 609,191 △ 8.52

58,700,000

　※ ３月補正に前倒しして25年度に繰り越す約13億円を合わせると、前年比4.0％の増

1,450,809総　計 95,016,809 93,566,000

29,980,000

1.55

86,420,000 2,060,000 2.38

　３ みんなで創る安全なまち

　４ だれもが安心して健康に暮らせるまち

　５ 自然の豊かさがあふれるまち

7,146,000

平成２５年度
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３　一般会計歳入歳出予算款別比較表

　（１） 歳 　入

金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 金 額 増 減 率

１ 市 税 28,926,763 49.45 28,689,966 49.90 236,797 0.83

2 地 方 譲 与 税 740,000 1.26 720,000 1.25 20,000 2.78

3 利 子 割 交 付 金 50,000 0.09 50,000 0.09 0 0.00

4 配 当 割 交 付 金 40,000 0.07 40,000 0.07 0 0.00

5 株式等譲渡所得割交付金 10,000 0.02 10,000 0.02 0 0.00

6 地 方 消 費 税 交 付 金 1,800,000 3.08 1,780,000 3.10 20,000 1.12

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 65,000 0.11 60,000 0.10 5,000 8.33

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 180,000 0.31 150,000 0.26 30,000 20.00

9 地 方 特 例 交 付 金 114,000 0.19 123,000 0.21 △ 9,000 △ 7.32

10 地 方 交 付 税 4,600,000 7.86 4,950,000 8.61 △ 350,000 △ 7.07

11 交通安全対策特別交付金 39,412 0.07 40,637 0.07 △ 1,225 △ 3.01

12 分 担 金 及 び 負 担 金 813,400 1.39 788,362 1.37 25,038 3.18

13 使 用 料 及 び 手 数 料 844,542 1.44 836,330 1.45 8,212 0.98

14 国 庫 支 出 金 7,483,338 12.79 7,473,503 13.00 9,835 0.13

15 県 支 出 金 3,316,094 5.67 3,211,024 5.58 105,070 3.27

16 財 産 収 入 76,008 0.13 84,559 0.15 △ 8,551 △ 10.11

17 寄 附 金 1 0.00 1 0.00 0 0.00

18 繰 入 金 1,936,541 3.31 1,136,383 1.98 800,158 70.41

19 繰 越 金 1,000,000 1.71 1,000,000 1.74 0 0.00

20 諸 収 入 2,571,301 4.39 2,509,935 4.36 61,366 2.44

21 市 債 3,893,600 6.66 3,846,300 6.69 47,300 1.23

58,500,000 100.00 57,500,000 100.00 1,000,000 1.74

150,000
123,000

4,950,000
40,637

788,362
836,330

7,473,503
3,211,024

84,559
1

1,136,383
1,000,000
2,509,935
3,846,300

歳 入 合 計

　（単位：千円、％）

前 年 度 ( 当初 )予 算額 比 較
区            分

本 年 度 予 算 額

市税 

49.45% 

国庫支出金 

12.79% 

地方交付税 

7.86% 

市債 

6.66% 

県支出金 

5.67% 

諸収入 

4.39% 

繰入金 

3.31% 

地方消費税交付金 

3.08% 

繰越金 

1.71% 

使用料及び手数料 

1.44% 

分担金及び負担金 

1.39% 

地方譲与税 

1.26% 
その他 

0.99% 
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　（2）歳  出

金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 金 額 増 減 率

１ 議 会 費 485,615 0.83 490,480 0.85 △ 4,865 △ 0.99

２ 総 務 費 5,938,341 10.15 5,913,079 10.28 25,262 0.43

３ 民 生 費 23,594,015 40.33 22,914,454 39.85 679,561 2.97

４ 衛 生 費 5,169,528 8.84 5,094,321 8.86 75,207 1.48

５ 労 働 費 392,893 0.67 393,159 0.69 △ 266 △ 0.07

６ 農 林 水 産 業 費 1,060,488 1.81 1,062,754 1.85 △ 2,266 △ 0.21

７ 商 工 費 1,462,667 2.50 1,351,016 2.35 111,651 8.26

８ 土 木 費 6,819,699 11.66 6,489,690 11.29 330,009 5.09

９ 消 防 費 2,531,641 4.33 3,059,159 5.32 △ 527,518 △ 17.24

10 教 育 費 5,697,356 9.74 5,213,346 9.07 484,010 9.28

11 公 債 費 5,247,757 8.97 5,418,542 9.42 △ 170,785 △ 3.15

12 予 備 費 100,000 0.17 100,000 0.17 0 0.00

58,500,000 100.00 57,500,000 100.00 1,000,000 1.74

　（単位：千円、％）

比 較

歳 出 合 計

区            分
本 年 度 予 算 額 前年度(当初)予算額

民   生   費 

40.33% 

土  木  費 

11.66% 

総  務  費 

10.15% 

教   育   費 

9.74% 

公   債   費 

8.97% 

衛   生   費 

8.84% 

消   防   費 

4.33% 

商   工   費 

2.50% 

農林水産業費 

1.81% 
その他 

1.67% 
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平成２５年度当初予算の主要事業（総合振興計画政策別）  
 
 
 

新は平成２４年度当初予算と比べての新規事業、継は継続事業。  

継続事業のうち〔新〕は新しい取組、〔拡〕は拡充した取組。  

【  】内は担当課、事業説明のあとの（ ）は事業費〔単位：千円〕  

 
 

１  魅力ある郷土をほこれるまち                  

 

新  「聖天堂国宝記念」観光ＰＲ事業           【商業観光課】P１ 

「歓喜院聖天堂」国宝指定を記念し、駐車場誘導標示板や掲示板を設置することによ

り、集客を図る。 (1,873) 

新  聖天山周辺地区景観形成事業            【都市計画課】P２ 

「歓喜院聖天堂」の国宝指定に伴い、聖天山周辺歴史景観誘導地区の景観整備を進め

るため、地域の意見を取り入れながら、基本計画を策定する。(4,077) 

新  「聖天堂国宝記念」中学生国宝見学事業       【学校教育課】P３ 

「歓喜院聖天堂」国宝指定を記念し、市内 16 中学校の２年生及び３年生を対象に、バ

スを借り上げ、各中学校から送迎し、歓喜院聖天堂の見学会を開催する。  (2,400) 

新  「聖天堂国宝記念」情報発信事業          【社会教育課】P４ 

「歓喜院聖天堂」国宝指定を記念し、パネル写真展及び講演会を開催するほか、文化

財の説明板を設置する。 (506) 

継  ラグビーワールドカップ招致事業 【ラグビーワールドカップ招致室】P５ 

2019 年に日本で開催されるラグビーワールドカップの試合会場を、熊谷スポーツ文  

化公園ラグビー場へ招致するための事業に取り組む。  

〔拡〕平成 25 年 12 月に組織委員会へ提出する試合会場選定のためのプレゼンテーショ

ン資料作成等に対する補助を行う。 (5,116) 

継  熊谷Ｂ級グルメ大会実施事業                       【商業観光課】P６ 

市内のＢ級グルメの発信と商業振興のため、熊谷Ｂ級グルメ大会を、「わくわくス

ポ文まつり」に併せ、熊谷スポーツ文化公園で開催する。 (4,000) 

継  熊谷ブランド物産事業               【商業観光課】P７ 

熊谷の知名度向上のため、熊谷オリジナルとして産声を上げた商品・物産（雪くま、

熊谷ホルどん、熊谷うどん、熊谷染製品など）の販売促進に取り組む。  (4,414) 

〔拡〕平成 25 年度は、熊谷のグルメ情報（雪くま、熊谷ホルどん、熊谷うどん、くま辛）

を掲載したグルメマップを充実し、広くＰＲを行う。  
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継  ウエルカム熊谷観光事業              【商業観光課】P８ 

観光情報の発信及び広域連携の観光事業の実施により、広い地域から幅広い年齢層

の観光客の獲得を目指す。  

〔拡〕「るるぶ熊谷」及び「熊谷市観光ガイドマップ」を再発行する。また、歓喜院聖天

堂に加え、近隣都市にある国宝を探訪するバスツアーを行う。 (4,970) 

継  森村誠一「写真俳句」チャレンジ事業                 【図書館】P９ 

本市出身の作家、森村誠一氏が提唱する「写真俳句」の作品を広く全国から募集し、 

優秀作品や森村氏の作品を街なかに展示するなど、写真俳句を通して、本市の魅力 

を発信する。(1,245) 

 

２  市民と行政が協働するまち                    

 

新  市民協働「熊谷の力」熊谷発！ビジネスコンテスト事業【産業振興課】P10 

次世代を担う若者の人材育成支援のため、若者のためのビジネスコンテスト事業を

協働で行う。（850） 

新  市民協働「熊谷の力」市民のためのふるさとの森事業    【維持課】P11 

里山の荒廃した古道等の下草刈、不法投棄防止等のための杭・ロープの設置などを

自治会と協働で行い、遊歩道化を図り、市民のためのふるさとの森とする。（310） 

継  地域づくり応援事業                            【市民活動推進課】P12 

小学校区ごとに設置している校区連絡会を対象に、地域づくりに資する事業を募集

し、支援する。（1,800） 

 

３  みんなで創る安全なまち                    

 

 新   防災体制整備事業                  【危機管理室】P13 

避難所や防災活動拠点としての役割を担う全小学校に、緊急時に必要となる資機材

等を備蓄し、その機能を充実させる。また、駅から帰宅困難者等を確実に避難所へ

誘導できるよう、熊谷駅、籠原駅周辺に避難所誘導路面シートを設置する。(25,008) 

 新  防災行政無線（固定系）デジタル化事業        【危機管理室】P14 

現在使用している防災行政無線（固定系）のデジタル方式への移行と無線周波数の

統合を行うため、現状把握のための調査を実施し、デジタル化計画を策定する。

(4,600) 

新  緊急輸送道路閉塞建築物耐震化支援事業         【建築審査課】P15 

東日本大震災の教訓を踏まえ、緊急支援物資の輸送及び復旧復興活動を支えるため、

緊急輸送道路沿道の大型建築物を耐震化するための補助を行う。(13,000) 
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新  ゾーン 30 整備事業                                     【維持課】P16 

生活道路において「最高速度 30km／ｈ規制」とするため、交通管理者である警察と

連携し、住宅街を中心に、速度抑制の表示、外側線、路側帯の表示などの交通安全

対策を行う。平成 25 年度は、宮前町及び別府地区で実施する。(4,400) 

新  消防救急デジタル無線整備事業            【消防総務課】P17 

電波法関係審査基準の一部改正により、消防救急無線を平成 28 年 5 月 31 日までに

デジタル方式に移行するため、電波伝搬調査及び実施設計を行う。(14,000) 

継  通学路交通安全対策事業                 【維持課】P18 

〔拡〕子どもたちが安全に通学できるよう、各小学校から約 500ｍの範囲で、通学路の

交通安全対策整備を総合的に実施する。（ 80,000・対前年 20,000 増） 

継  消防設備充実事業                    【消防総務課】P19 

消防各署の車両、消防設備等について、計画的に更新整備することにより、各種災

害に対する消防力の強化、充実を図る。  

〔拡〕平成 25 年度は、化学消防車等を購入する。(64,832) 

継  消防団設備充実事業                                【消防総務課】P20 

消防団の車両について、計画的に更新整備することにより、各種災害に対する消防

力の強化、充実を図る。 

〔拡〕平成 25 年度は、中央分団及び江南中央分団のポンプ車を購入する。(26,081) 

 

４  だれもが安心して健康に暮らせるまち                

 

 新   大里地区保育所統合整備事業               【保育課】P21 

現在の大里保健センターを保育所に転用し、大里第二、第三保育所を統合して、平

成２６年４月から新しい保育所を開設するための整備を行う。 (157,167) 

 新  病児等緊急サポート事業                【こども課】P22 

０歳から小学校６年生までの児童を対象に、病気または病気の回復期にある児童の

早朝・夜間等緊急時の預かりや宿泊を伴う児童の預かりを実施する。(1,260) 

 新  障害児給付事業                    【障害福祉課】P23 

障害児に対する障害児通所支援（児童発達支援、放課後等デイサービス等）を実施

し、障害児の育成や保護者の負担軽減を図る。(42,000) 

継  予防接種事業                                    【健康づくり課】P24 

予防接種法に基づき定められた対象疾病の発生やまん延を予防するために、対象者

に対して予防接種を行う。平成 25 年度から子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチ

ン及び小児用肺炎球菌ワクチンの予防接種についても、法定予防接種となったため、

この事業に統合し実施する。(550,678) 
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 継  自動体外式除細動器設置事業                      【健康づくり課】P25 

市有施設へ自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を設置するとともに、市職員及び設置施

設職員を対象に救命講習会を行う。  

〔拡〕平成 25 年度は新たに５か所設置するとともに、５年を経過したＡＥＤについて、

順次リース契約方式により更新していく。（5,200） 

継  放課後児童保育室整備事業                              【保育課】P26 

昼間、保護者のいない家庭の小学校低学年児童の健全育成を図るため、児童クラブ

を整備する。  

〔新〕平成 25 年度は、籠原小学校内に、既存の２児童クラブに加え、新たな児童クラブ

を整備する。（27,732） 

 

５  自然の豊かさがあふれるまち                  

 

新  クールシェア推進事業                        【企画課】P27 

官民一体で、節電や人と人とのつながり、コミュニティやまちの活性化を目的とし

た「クールシェア」事業に取り組む。公共空間におけるクールシェアスポットの指

定を行うとともに、市民向けクールシェアマップ作製費用を、クールシェアくまが

や実行委員会に対し負担する。（750） 

継  あっぱれ・天晴・太陽光発電等普及推進事業          【環境政策課】P28 

〔拡〕地球温暖化対策及びヒートアイランド対策の一環として、市内において住宅に太

陽光発電システム及び高効率給湯器を設置する個人及び事業所に対し、設置にかか

る費用の一部を補助する。（40,305・対前年 5,305 増） 

継  あっぱれ・天晴・熊谷駅広場冷却ミスト事業         【環境政策課】P29 

暑いまちをクールダウンし、快適に過ごせるまちを目指す取組みの一環として、熊

谷駅正面口、南口、東口に冷却ミスト装置を設置し、微細な水滴を噴霧することに

より、暑い熊谷の夏に快適な涼しさを提供する。  

〔拡〕平成 25 年度はミスト装置の器具等の交換を行う。（4,376）  

継  ムサシトミヨ生息区域保全集中転換促進事業          【環境衛生課】P30 

水辺の再生を効率的に推進するため、水質改善の必要な特定地域（ムサシトミヨ生

息区域周辺）で、単独処理浄化槽及び汲取り便槽から合併処理浄化槽へ転換をする

ための費用を、一般の地域より高い割合で補助する。（100,540） 
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６  活力ある産業が育つまち                       

 

新  ウーマノミクス創業支援事業                 【産業振興課】P31 

女性のための創業支援を行い、女性の視点や能力を活用し、雇用の創出や企業活力

を高めるため、県のウーマノミクスプロジェクト等との連携を図りながら、セミナ

ー等を開催する。（1,000） 

新   プレミアム付き商品券発行事業            【商業観光課】P32 

      市内経済活性化のため、熊谷商工会議所及びくまがや市商工会が実施する販売総額

６億円のプレミアム付き商品券発行に対し、7,000 万円のプレミアム分(大型店・小

規模店共通券 10％、小規模店専用券 15％以上)等の補助を行う。（84,000） 

新   全国育樹祭事業                   【農業振興課】P33 

   第 37 回全国育樹祭が、熊谷スポーツ文化公園をメーン会場として開催されるため、

県と協力して運営を行う。（10,000） 

 新  耕作放棄地解消対策事業               【農業振興課】P34 

      土壌改良等を行い、耕作放棄地を再生し、耕作する経営体に対し、 10ａ当り３万円

の助成を市単独で行う。（3,000） 

 新  農地集積支援事業                  【農業振興課】P35 

畦畔を除去して、農地の一体利用（農地集積）に協力した農地の出し手に対し、10a

当り１万円の助成を市単独で行う。（500） 

新  農業経営体法人化支援事業              【農業振興課】P36 

国の制度で支援対象とならない経営体（個人等）が、法人化した場合に 1 件当り 10

万円の助成を市単独で行う。（300） 

継  ふれあい農園事業                  【農業振興課】P37 

ふれあい農園の運営のため、通路の草刈り等の管理を行う。  

〔拡〕平成 25 年度は、新たに 40 区画程度のふれあい農園を設置する。（311） 

 

７  便利で快適な人にやさしいまち                 

 

新  佐谷田地区新駅設置推進事業                     【企画課】P38 

秩父鉄道が、熊谷駅・持田駅間の新駅設置に向け、需要予測や新駅の必要性、設置

位置等の検討調査を行うのに当り、その経費の一部を負担する。（1,419） 

新  「中心市街地活性化」まちづくり会社業務支援事業    【商業観光課】P39 

公共性・企業性・地域密着性を併せ持った、新たな「まちづくり会社」の設立と業

務展開を支援し、人・もの・金・情報の循環を再生させることで、中心市街地の活

性化を図る。（37,850） 
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新  「中心市街地活性化」モール委員会活動支援事業      【商業観光課】P40 

中心市街地の様々な団体や組織を横断的につなぐために組織された「モール委員

会」の、中心市街地の活性化を図ろうとする活動に対し支援を行う。（10,450） 

新  バリアフリー基本構想策定事業               【都市計画課】P41 

ユニバーサルデザインのまちづくりを計画的に進めるため、国が定める基本方針に

基づき、駅等を中心とした地区や、高齢者、障害者などが利用する施設が集まった

地区における、バリアフリー化のための方針、事業等を内容とする基本構想を作成

する。（7,220） 

新  優良建築物等整備事業                   【都市計画課】P42 

中心市街地活性化事業の一環として、まちなか居住の推進及び市街地の環境改善の

ため、一定割合以上の空地確保や土地利用の共同化等に寄与する優れた建築物の整

備に対し補助を行う。（3,400） 

新  公園施設長寿命化計画策定事業                 【公園緑地課】P43 

公園施設の設置状況、健全度の把握を行い、修繕・補修実施に要する費用の平準化、

縮減を図るため、公園施設長寿命化計画を策定する。（12,000） 

新  市道９００９６号線道路改良事業                       【道路課】P44 

吉岡地区工業団地への交通アクセスの向上を図るため、国道 407 号線から 320ｍの

道路改良事業を実施する。平成 25 年度は、用地買収及び家屋等移転補償を行う。

（172,714） 

新  玉井東通線道路改良事業                           【道路課】P45 

国道 17 号線と国道 407 号線を結ぶ熊谷西環状線から国道 17 号バイパスまでを結ぶ

都市計画道路を、玉井地区の県営土地改良事業との一体整備を図りながら整備する。

平成 25 年度は、土地改良区に対し、ガス管移設工事等の費用を負担する。（8,486） 

継  北部地域振興交流拠点施設(仮称)基礎調査事業           【企画課】P46 

県市共同事業として、県北地域の活性化と熊谷市の拠点機能の強化等を目指した北

部地域振興交流拠点施設(仮称)に関する基礎調査を進めるため、にぎわい施設の導

入検討調査を行う。（5,180） 

継  生活関連道排水路整備事業              【道路課、維持課、河川課】P47 

〔拡〕地域からの要望が多い生活道路の側溝整備や舗装新設等の整備、舗装打替工事や

排水路整備工事を、緊急度や必要度を鑑み、実施する。 

（道路整備事業 306,140・対前年 67,046 増、道路維持経費 409,848・対前年 131,162

増、排水路等維持管理経費 97,002・対前年 49,155 増） 
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８  地域に根ざした教育・文化のまち                 

 

継   小中学校屋内運動場建築事業              【教育総務課】P50 

耐震診断結果に基づき、計画的に屋内運動場の耐震化を進める。  

〔拡〕平成 25 年度は、桜木小（5,068）、熊谷西小（5,246）、佐谷田小（5,104）の屋内

運動場を建築する。当初予算では、器具購入等に必要な経費を計上し、本体工事は、

24 年度３月補正予算〔桜木小（ 350,000）、熊谷西小（ 363,000）、佐谷田小（ 389,000）〕

を平成 25 年度へ繰り越して実施する。  

〔新〕平成 26 年度に建築を計画している奈良小（13,318）、久下小（13,058）、星宮小

（13,058）の地質調査及び設計を行う。  

継  スポーツ・文化村整備事業                      【社会教育課】P51 

市立女子高等学校の施設を活用し、生涯学習センターとして、スポーツ・文化村を

整備する。  

〔拡〕平成 25 年度は、前年度に引き続き第１期工事を実施するとともに、９月オープン

に必要な貸出備品等の整備を行う。（710,513） 

新  スポーツ・文化村維持管理経費                  【社会教育課】P52 

平成 25 年９月オープン予定の総合管理棟、練習棟、体育館、宿泊棟の維持管理を

行う。（44,710）  

新  荻野吟子没後１００年記念事業                  【社会教育課】P53 

平成 25 年は、郷土の偉人荻野吟子が亡くなってから 100 年を迎えることから、そ

の功績を顕彰するため、記念フォーラムやパネル展の開催、リーフレットの作成を

行う。（2,701） 

継  市史編さん事業                                    【社会教育課】P54 

熊谷市の歴史的・文化的発展の過程を調査し、先人の営みや歴史をまとめた「熊谷

市史」を順次、発行していく予定である。  

〔新〕平成 25 年度は、「別編１ 民俗」を刊行する。（34,345） 

 

９  効率的でわかりやすい行財政                  

 

新   江南総合公園管理運営経費               【公園緑地課】P55 

野球場、多目的広場、芝生広場や遊具広場を有する江南総合公園の管理運営に指定

管理者制度を導入し、より一層、市民の利便性を高める。（13,776） 

新  熊谷市長選挙及び熊谷市議会議員補欠選挙事業   【選挙管理委員会事務局】P56 

11 月５日任期満了の熊谷市長選挙を執行する。また、併せて欠員が生じている熊谷

市議会議員補欠選挙を執行する。（66,697） 
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 新  参議院議員通常選挙事業          【選挙管理委員会事務局】P57 

平成 25 年 7 月 28 日任期満了の参議院議員通常選挙を執行する。 (64,310) 

 継  健全な財政運営の推進 

  ・人件費の削減                          【職員課】P58 

      定員管理の適正化及び昇給抑制により総人件費の削減を図る。 (対前年 135,640 減) 

  ・市債償還経費の減                        【財政課】P59 

   適債事業の選定等により、借入額の縮減を図ることで、市債償還経費を削減した。 

(対前年 170,785 減) 

 

リーディングプロジェクト  －  暑さ対策事業  －                               

 

新  「暑さ対策」デジタルサイネージ設置事業            【広報広聴課】P60 

ＪＲ熊谷駅の改札外側に電子掲示板を設置し、熱中症予防情報や行政情報、観光情

報、災害発生時の緊急情報等を文字情報により発信する。（5,870） 

新  「暑さ対策」クール＆スマイル時計事業              【広報広聴課】P61 

インターネット上に市民が登場した本市オリジナル時計を掲載するとともに、人気

サイト「美人時計」に市民モデルが登場する枠を設け、本市ホームページの中の「暑

さ対策」とリンクさせることにより、本市の施策の認知度を高める。（2,270） 

新  「暑さ対策」保育所ひんやりペタペタ事業                【保育課】P62 

保育所において、子どもたちが歩く南側に面したテラスなどのコンクリート部分に、

熱交換塗料を塗布し、夏場においても快適で移動しやすい保育スペースを創出する。

（7,000） 

継  「暑さ対策」涼しさ体感アート事業                      【企画課】P63 

平成 23 年度から視覚的効果による「暑さ対策」として実施してきた「階段アート

事業」を規模拡大して行う。  

〔拡〕平成 25 年度は熊谷駅２か所、籠原駅４か所の階段で実施する。（1,200） 

継  「暑さ対策」まちなかオアシス事業                【健康づくり課】P64 

屋外等で気分が悪くなった市民のために、庁舎や公民館に水分補給などができる一

時的な休息場所を設置し、熱中症患者の増加を防ぐ。  

〔拡〕平成 25 年度は、休息場所を 21 か所に増設し、開設日を６月１日に早める。（1,180） 

継  「暑さ対策」暑さにまけるな中学生事業              【学校教育課】P65 

熱中症を予防し、いざというときの知識・スキルを身につけるため、市内全中学      

２年生を対象とし、ＡＥＤを活用した救命処置を含む熱中症対策講習を学校の授業

の一環として実施する。 

〔拡〕平成 25 年度は、訓練用のＡＥＤ等を購入する。（1,481）    


